


「紫陽花が美しい時期です。皆さま、お元気ですか？」 
 

数年前に、愛実の会の一泊旅行で、フラワーパークに出かけた時、いろいろな紫陽花が咲い

ていました。広大な敷地の中、車椅子で坂道を上り下りするのは大変でしたが、今もいい思い

出です。メンバーのおかげで、いろいろな所に遊びに行きました。旅の計画はトイレ・ウォッ

チィングにはじまります。最近は車椅子仕様＆長椅子が置かれているトイレもあり、便利にな

りました。かつては、敷物・折畳ベッド持参で旅していたことを、知らないアシスタントが大

多数になりました。いい時代です。それでも、障がい者が生きていくことには難関が一杯です。 
こういう時代にあって、愛実の会では、メンバーを大事に、アシスタントも大事にするとい

うことは、どうしたら実現するのかと、日々楽しく？葛藤？しています。 
世の中は排除の論理で動いていますから、そうではない論理「いかに一緒に生きていくのか」

という生き方は良いモデルが少ないので、創造的な仕事です。だから楽しいし、難しいし、や

るっきゃない！！世界です。 
以下は「NPO 愛実の会」の就業規則の前文に掲げる文章です。 

みなさ～ん、愛実の会のメンバー・アシスタントと一緒に新しい世界を夢見て下さい！！ 
梅雨、梅雨明け後もお元気でお過ごし下さい。   

ご協力に感謝をこめて、 島 しづ子 
 

 
 

特定非営利活動法人愛実の会の基本理念 
 

人が生きるために最低限必要なものは衣食住である。しかしそれらが保障されても人は真に

生きることにはならない。受け容れられ、愛し、愛される関係、生き方、住まい方を選択する

自由、自分を成長させたいとの思いを実現する場などが必要である。 
特定非営利活動法人愛実の会は「障害者・友だちの会・愛実」、人形劇団「紙風船」、「有限会

社たんぽぽ」が障がい者の地域生活支援のために行ってきた、重度心身障害児通所援助事業・

小規模作業所・ナイトケアサービス・ホームヘルプ事業の基本理念を継承し、障がい者が地域

で、一生涯自分の選ぶ生活が出来るよう援助するために 2007 年１月 15 日に設立された。 
愛実の会は、利用者の地域生活を援助するという理念から、職員・ボランティアをアシスタ

ントと呼ぶ。愛実の会では、多様性に富む利用者と、多様な考え方を持つアシスタント同士と

が、日々いかに共に生きることができるかを課題として担い続ける場である。 
以下に具体的な目標を掲げることとする。 

目 標 
１、メンバー（利用者）の自由と個性を尊重し、尊厳を侵さないように支えること。 
２、メンバーの存在からの語り掛けに耳を澄まし、その声を聴きながら働くこと。 
３、アシスタントは互いの個性を重んじ、それぞれの成長に期待しながら働くこと。 
４、障がい者の地域生活に必要なことは先験的に担っていくこと。 
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「今 後 の こ と」 
 
 おかげさまで NPO 法人愛実の会が活動を開始して 2 年目に入りました。生活介護事業

所（通所サービス）、居宅介護事業所（ホームヘルプ・ガイドヘルプ）が具体的活動です。

5 月 24 日には総会を開催し、2007 年度についての議題（事業報告、決算）を承認し、2008
年度についての議題（活動計画、予算等）について議決を致しました。この議決の中で、

2008 年度中に活動拠点の移転についての準備の年とすることが決まりました。当法人が

行っている事業のうち生活介護事業所（通所サービス）は、現在 3 箇所の拠点で行われて

いて、賃借で使用しております。 
経済的な面から見ても（賃借料がかなりかかる）、メンバーやアシスタント（スタッフ）

のコミュニケーションの面から見ても、1 箇所（又は 2 箇所）の拠点で活動を実施できれ

ばより良いのではないかと考えております。現在はまだ、具体的な物件を決めているわけ

ではないので、新しい拠点の図面であるとか、資金の具体的な計画をお伝えする段階では

なく、しかも購入するのか、借りるのかも今後協議して参りたいと考えているところです。

スペースやバリアフリーのこと等考慮すべき点も少なくなく、簡単ではないことは承知し

ておりますが、何とか計画を進めて参りたいと思っております。皆様には、当法人がこの

ような計画があることを知って頂きご支援いただければ大変ありがたいと思っておりま

す。 
 本格的に梅雨に入りし、暑さも増してきました。体調面で厳しい時期となりますが皆様

が健康に過ごされますよう願っております。 
                                  中森由哉 
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お花見第一弾～なばなの里へ～ 

晴天にも恵まれ、暑いくらいの陽気の中、メンバー４人、アシスタント

４人で出かけてきました。 
チューリップ祭をやっている時期だったので、見渡す限り色とりどりの

チューリップで覆われた中を散策してきました。 
もちろん、食事もしっかりと食べ、冷たいデザートに舌鼓を打つメンバ

ーもいました(^o^) 
 

お花見第二弾～鶴舞公園へ～ 

バラの季節には、鶴舞公園まで出かけ

てきました。 

花に詳しいアシスタントからのプチ

レクチャーもあり、堪能できました。 
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新メンバーが加わりました！ 

高校を卒業したばかりのメンバーが 4 月から 

通ってくれるようになりました。 

愛実の家と大地の家の両方を休まず元気に通い、 

素敵な笑顔を振りまいてくれています。 

園芸を始めました！ 

昨年はミニフラワーを咲かせましたが、今年は食べられるものも作ろう、

ということで、コスモスの他、プチトマトの栽培を始めました。 

夏にみんなで食べられるように、と願いをこめながら、一粒一粒小さな種

を蒔いていきました。さて、どれだけ収穫できるでしょうか？？ 

２００８年度が始まって早数ヶ月が過ぎました。 

これからどんどん暑くなってきますね。 

メンバーたちは体温調節が難しい方が多いので、体調管理に努め、みんな

が良い時間を過ごすお手伝いを続けたいと思います。 

皆さんもお気をつけて。今年度もよろしくお願いします。 



                                               （Ｐ５～６） 

 

今年度の活動計画 

４月より新年度が始まりました。年度の最初ということで、簡単に大地の家の今年度の

活動計画をお知らせしたいと思います。 

 

１．活動方針 

★ 「地域での生活」「季節感」を重点的に捉え、季節の行事や地域で行われる催し

を中心に、外での活動を積極的に行う。 

★ 毎日を明るく楽しく過ごせるよう、メンバーもアシスタントも協力し、明るい雰囲気作

りを行う。 

★ レクリエーション等日常の活動内容の充実 

★ アシスタント研修、見学等の実施 

 

２．年間活動計画 

 

３．月次活動計画 

◆レクリエーション ◆おやつ、ごはん作り ◆創作活動 ◆誕生日会(月に１度、愛実

友だちの家と合同) ◆外出 ◆自主製品作成(プリンせっけん、染物、さをり織) 
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月 内容 月 内容 

4 
お花見（名城公園）、 

木曽三川チューリップ祭り 
10 紅葉狩り、ハロウィン 

5 
ワイルドフラワーガーデン 

ＢＢＱ、母の日 
11 

あったかあつた福祉フェスタ、 

芋掘り 

6 熱田祭、父の日 12 クリスマス会 

7 
七夕、土用丑、 

名古屋港水族館 
1 

初詣、書初め、 

新年会＆成人祝 

8 プール、愛知牧場（ひまわり畑） 2 節分、バレンタイン、遠足 

9 十五夜、ボウリング 3 ひな祭り、梅見、ホワイトデー 



木曽三川チューリップまつり 

４月下旬に国営木曽三川

公園で行なわれていたチューリ

ップまつりへ行ってきました。 

当日は天気も良く、４月下

旬にしては少し蒸し暑いくらい

でした。会場内には多くの子

供連れや高校生、近隣の福

祉施設の方々もいて、賑わっ

ていました。 

メンバーもアシスタントも目

の前に広がる色とりどりのチュ

ーリップに目を奪われ、チューリップ畑の散策を楽しみました。色だけでなく、形や雰囲気

の違うチューリップが数多くあり、中にははじめて見るようなものもありました。 

また、外出の楽しみの一つでもあるお昼ご飯も満喫しました♪ 

当日は地元の方々の出店する屋台や出店がたくさんあり、焼きそば、おにぎり、フラン

クフルト、稲荷すし、うどん…会場にはおいしそうな匂いが漂っていました。 

木陰のベンチでそれぞれが選んできたものや、お家から持ってきた弁当をほおばり、少

しきつい坂でしたが、会場内をぐるっとまわったりしてすごしました。 

のんびりとした春の一日を満喫でき、大満足でした★ 
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         ★イエローレシートキャンペーン初参加★ 

         毎月 11 日にイオンで行なわれているイエローレシートキャンペー

ンに参加してきました！ 

            大地の家ではベイシティ(港区)、千種イオン（千種区）にそれぞ 

            れ箱を置かせていただいています。箱を見かけたり、活動してい 

            姿を見かけられましたら、どうぞご協力お願いいたします。 

          ←6.11＠ベイシティにて 







＜メンバーの思い＞ 

「これからも風を下さい☆彡彡彡」 

                                   吉澤 奈純 
 

紙風船の仲間になって気付いたら７～８年！！始めた当時は、ただみんなで一つの事ができ

る楽しさだけしか自分の中になかった気がする……だけど年数と共に、目標や目指すモノも大

きくなっていき、仕事となって大舞台でも何回か公演し、今人形劇練習や公演をするたび、動

きが私の大好きなライブと重なり合う！！きっと同じように練習してるんだろうなぁ…頑張

ってやるからこそ、ステキなステージとたくさんの笑顔に会える、毎回楽しみのファンのライ

ブに行って直接触れ合えたり、DVD 見たり、ふと印象に残ったシ～ンを思い出しても嬉しくな

る。『私たちも人形劇でこんな風にメッセージ届いてたらいいなぁ…』私自身がこういう気持

ちがすごい好きだから、同じような気持ちを味わってもらえたらって思う！！ 

楽しい事、嬉しい事ばかりじゃなかったけど…音楽や仲間と共感したり、助けあったり、元気

もらったり、背中押してくれたりして乗り越えられてきた事もいっぱいある！！ステキなステ

ージで、たくさんの笑顔に会えてみんなと共感できる事も嬉しい(^-^)v これは観る側でも演

じる側でも同じだと思う。何よりも舞台上で大好きなあゆ、SMAP と同じ仕事できてる事がシ

アワセ☆ 

８月の試演会、続く飯田公演は改新モコちゃんの初演と同時に、新メンバーでのスタートとい

う事もあって、１０周年公演以来の大舞台のように感じます。未だに毎回舞台裏に入った時の

緊張感はすごい！！この日は倍以上、１０周年の時の感じになりそう…あの時のような思いに

また会いたい。会えますように…。今年で１２年目に突入する紙風船！！私も『紙風船』『モ

コちゃん』『ボーちゃん』それぞれのテーマソング♪のように、共にこれからもメッセージや

思いを届けに羽ばたいていきたい…。 

 

＜協力者の思い＞ 
「一人ひとりを大切に」 

                           林 智恵 
 

私がこの「協力者の思い」を初めて書いたのは、今からちょうど５年前。まだボランティア

として紙風船に関わっていた頃でした。自主公演に一緒に参加させてもらい、皆で一つのこと

を達成する事の嬉しさを感じたのを覚えています。そしてその後、紙風船が施設として活動を

始めると同時に、私も職員として働き始め、これまで人形劇や日々過ごす中で、メンバーたち

とたくさん笑いあい、楽しい時間を共有してきました。しかしその一方では、多くの不安の中

でみんなを引っ張っていく事ができない不甲斐なさや、何か後ろ向きな自分に対する苛立ち、

メンバーの思いをうまく受け止めてあげることが出来ない虚しさなど、様々な自分の弱さを感

じてきました。正直辛くて、逃げ出したくなることもありました。けれど、今となってはその

一つひとつが自分にとってとても貴重な経験です。 

最近思うんです。人は悩んだ分、考えた分、感じた分だけ強くなっていく。その大きさは、

大なり小なり人それぞれ。毎日毎日の生活の中で、ただ何の疑問も感じず過ごすよりも、一つ

の疑問や発見に気づけたらラッキー！と思いたい。そんな心の動きを大切にしていきたい。人

は育ってきた環境が違えば、価値観や考え方も違う。もちろん性格も。だからこそ面白いと思

うんです。いろんな人がいて当たり前、でもその中でそれぞれが、相手の心の動きを感じてい

くことができたら、きっともっと上手くいくと思う。ただこんな当たり前のことなんだけど、

人はどうしても自分の価値観に相手をあてはめたり、求めたりしてしまう傾向があるように感

じます。私自身もそうかもしれません。だからこそ、まずはその相手の心の動きに気づくこと

から始めたいと私は思います。 

紙風船のメンバーも一人ひとりみんな違う。これからも共に過ごしていく仲間として、みん

なで支えあい、沢山考え悩んで、メンバーと共に成長していける事を願っています！！ 
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――ワーク・ライフ・バランス（WLB）の考え―― 

                                南  寿 樹 

 「遺跡が語る日本人のくらし」（佐原 真）という本に次のようなことが書かれていた。 

――石の道具から鉄の道具へ移り変わることで作業効率が約４倍になりました。このことは

人々の生活や社会にどのような影響をもたらすのでしょう。１９５０年代にされた研究では、

パプア＝ニューギニアでは労働短縮によって浮いた時間を遊びである宴会に使いました。それ

までごく親しい人びとの祭りにしか出席できなかったのがそれほど親しくない人の祭りや儀式

にも出席するようになったのです。オーストラリアのヨーク半島のイル＝イヨロント族は浮い

た時間を使って昼寝をしました。そして日本はというと、浮いた時間を生産力のさらなる増大

につなげました。日本の農業が草をとればとるほど、よい収穫を約束される農業であることか

ら弥生農民は働き者だったのです。―― 

 現代の日本人は、その伝統を受け継いでいる。本来、道具や技術の発達は、労働時間を短縮

し、少しでも楽な生活ができるなるはずなのに、実際はますます忙しくなっている。結果とし

て「私たちを忙しくするために道具や技術は発達してきている」かのようだ。 

そして「忙」という漢字は、「心を亡ぼす」と書く。心を亡ぼし、鬱（うつ）病などの精神疾

患になる人が増えている。精神科医は「治療としてはとにかく休ませることが大切です。がん

ばらせないことです」と言うが、「休む」「遊ぶ」「怠ける」という言葉がみんな悪い意味で使わ

れている日本では、容易なことではない。―― ところが、ここ最近その状況が変わってきた。 

人間らしい生き方を追求するＷＬＢ（ワーク・ライフ・バランス）という考えが出てきたのだ。 

 岐阜県の電気設備資材メーカーＭ社は「日本一労働時間が短い上場企業」と呼ばれ、年間の

休日が１４０日、残業は原則禁止、育児休業は３年まで。それでいて経常利益は同業他社のほ

ぼ２倍。労働時間が限定されるからこそ、かえって中身の濃い仕事ぶりとなるし、生活と時間

のゆとりが、新しいアイデアへとつながって次々と新製品を生み出しているという。 

このようにワーク（仕事）とライフ（生活）の時間の質をバランスよく高めていくことが、生

産性を高める「プラスの投資」になることを各企業も注目し始めたようだ。（５/１８毎日新聞） 

 しかし教育界では旧態依然として、だらだらとした余計な仕事や会議に忙殺され、本来一番

力を入れるべき「生徒の意欲作りのための教材づくり」やそのアイデアを考える時間が削られ

ている。これは、仕事を「質」ではなく「量」としてとらえる考え方だ。その考えを検証もせ

ずに生徒に「とにかく休まずがんばれ」「１に忍耐、２に忍耐」と強制し、追い込んでいく。 

その背景には競争社会で生き抜くために仕方がないという言い訳がましい強迫概念がある。 

アインシュタインは、「知識より発想を生む想像力がずっと大切」と言う。働きづめに働いた

り、詰め込み教育をされたりなど「強制されている状況」では発想力がはばたくはずがない。 

私たちは、技術の進歩で本来浮くはずの時間を、もっと余裕を持って遊んだり、時には休んだ

りしようではないか！きっと素敵な発想が浮かび、人生を豊かにできるのでは… 
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（単位　円） 特定非営利活動法人　愛実の会

予算額 決算額 備考

（資金収支の部）

Ⅰ経常収入の部

1　会費・入会金収入 450,000 234,000
1）正会員会費収入 200,000 70,000
2）賛助会員会費収入 250,000 164,000

2　事業収入 53,004,000 89,590,134
1）自立支援費収入 66,288,358
2）負担収入支援費 1,387,623
3）補助金収入 20,345,500
4）食費収入 1,394,783
5）他利用料収入 173,870

3　就労支援事業収入 515,860 紙風船活動による収入
1）公演収入 305,500
2）物品販売収入 85,650
3）下請収入 30,950
4）軽作業収入 93,760

4　寄付金収入 350,000 16,117,994
1）寄付金収入 350,000 16,117,994

紙風船夢づくり 147,971
土地建物 53,000
その他 15,917,023 内、約800万円：車両取得助成金

5　雑収入 360,299
1）受取利息 6,599
2）雑収入 353,700

経常収入合計 53,804,000 106,818,287

Ⅱ経常支出の部

1　事業費 50,946,000 54,125,148
2　直接処遇事業費 1,364,000 3,060,752
3  就労支援事業費 921,762 紙風船公演活動、メンバー給与等
4　管理費 26,306,606

（内、法人税等） 8,851,600
5　固定資産取得支出 12,180,846
6　予備費 714,000 0

1）予備費 714,000 0

経常支出合計 53,024,000 96,595,114

経常収支差額 780,000 10,223,173

Ⅲその他資金収入の部
1　繰入金収入

1）繰入金収入
2　借入金収入 8,498,774

1）長期借入金収入 8,498,774

その他資金収入合計 8,498,774

Ⅳその他資金支出の部
1　借入金返済支出 3,947,519

1）長期借入金返済支出 3,947,519

その他資金支出合計 3,947,519

当期収支差額 780,000 14,774,428

前期繰越収支差額 2,000 771,778

次期繰越収支差額 782,000 15,546,206

科    目

2007年度　「特定非営利活動に係る事業会計」　収支計算書
2007年4月1日から2008年3月31日まで
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寄付者名（順不同・敬称略）     ２００７年１２月１日～２００８年５月３１日 

◆ＮＰＯ愛実の会賛助 

前沢 まき代  松永  妙    後藤 尚子   伊藤 久子   秦  安雄   間瀬 滝子 

佐藤 全弘   山崎 真由美  丹下 進    石崎 亮史朗  志村 信夫   西川 道子 

渡辺 孝之   永松 久仁子  冨田 耀    須田 静代   木村 寛子   小林 友子    

榛葉 英子   荒竹 ひろみ  山中 大輔   小島 真一   宇田 ゆき子  林    智恵 

林   恵子   藤沢 徳治   久野 アサ子  瀬口 昭代   菊池 康之   西山 恭介 

梶野 和恵   佐野   環    佐田 秀子  前山 美恵子  渡辺  幸    風間 文子 

野崎 典子   奥田 紘子   日比野 房子  湯元 睦美   堀池 育志   岡本 恵子 

宮原 祐子   彦根教会・小西直人  捜真女学校高等学部/中学部  高輪教会・長津 栄 

  

◆土地建物取得金 

前沢 まき代  南  寿樹   秦  安雄   佐野 都吾   佐野 美穂   山崎 真由美 

西川 道子   小林 寿子   木村 寛子   小林 友子   荒竹 ひろみ  浅野 幸治   

藤沢 徳治   梅村 亜恵    眞山 成子   瀬口 昭代   西山 恭介   佐田 秀子   

風間 文子   難波 幸矢   堀池 育志   宮原 祐子 

 

◆紙風船夢づくり基金 

前沢 まき代   南  寿樹   森本 るり子  鈴木 洋子   湊  安雄  板倉 美恵子 

丹下 進    成瀬 絵里子  石崎 亮史朗  藤原 恵子   坂野 千名美  櫻井 憲一 

田中 俊清   西川 道子   数原  陽子   渡辺 孝之   冨田 耀   野崎 美代子 

木村 寛子   都築 典子   田中 博史   小林 友子   酒井 淳子  棒葉 英子 

荒竹 ひろみ   山中 美穂   松村 和枝   松本 陵子   上野  嶺   伊藤 純一 

小島 真一   小野 孝児   浅野 幸治   田中 正文   田中 孝子   浅井  進 

浅井 眞紀子   大井 勝三   大坂 晴一   大坂 博一   福島 正治   林   恵子 

林   智恵   牧野 眞保   川口 いずみ  堀田 幾子    深沢 春男  梅村 亜恵 

瀬口 昭代   成田 憲彦   伊藤 恵美   田村 芳江   戸田 真二  水嶋 トミ子 

一篠 敬子   西山 恭介   杉山 美鈴   大矢 洋恵   櫻井 真帆   梶野 和恵 

斉藤 充加   進籐 広美   伴  裕清   木村 圭吾    木村 由美子  佐野 環 

盛 紫寿子   佐田 秀子   吉澤 正美   吉澤 美由紀   奥田 紘子  堀池 育志 

大島 英稔   関村 邦子   岡本 恵子    宮原 祐子   森永 冨貴子  小薄 満寿美 

人形劇団とんとん・堀 和代 

 

◆その他 

中森 由哉   中森 照子   伊藤 あつ子  中西 加津子  神原 光   長谷川 和子  

西川 道子   奥山 喜正   伊藤 裕子   橋詰 四朗    北嶋 佳寿子  秋保 和子 

小栗 和子   榎本 久美江  伊藤 和昭   八木 隆太郎   門山 むつ子  佐藤 義子 

清水 茂雄    吉保 勝    中村 弥栄子   坂口 良彬   村上 貴久  宮嶋 映子 

梅村 亜恵   高橋 祐美   塚田 正昭   柴田 京子   桐村 剛   岩田 太万亀 

栄冠幼稚園   栄冠幼稚園   ＹＭＣＡ南山幼稚園      (学)雪見ヶ丘学園  

日本福音ルーテル教会       華陽協会婦人会        愛知守山教会女性の会 

日進教会・塚本 千寿     日本キリスト教団岡崎教会    日本キリスト教団尾陽教会 

日本キリスト教団華陽教会   日本キリスト教団金城教会    日本キリスト教団日進教会         

日本キリスト教団世真留教会    日本キリスト教団中京教会        

   

          ご協力ありがとうござました。今後ともご支援よろしくお願い致します。 
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